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意味理解を深めるための 算数的活動の工夫
～｢緑表紙教科書｣を教材化して～
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研 究 の 要 約
たし第に限らず,岨則計算を学習をしていく際においては,計算の意味を考えてい
くことを大切にしたい｡様々な場面から,｢なぜ,そのような式になるのか｣｢その
式は,どのような操作を表しているのかJ｢たし算とひき算,かけ算とわり算がそれ
ぞれ逆算になっているように,その計算は他の割算とどのような関係があるのか｣な
ど,1年/1三から6年/良に学習が漣むにつれ計罫の意味稚解を深めていくのである0
本実践では,計算の音味理解を一層確かなものにしていくために,さし絵から読み
取った帖報を数図ブロック等の具体的操作を基に ｢具体的場面と式の道筋を自由に行
き来できるようにすろこと｣を目指して,｢緑表紙教科書｣のさし絵を活用して追究
していきたい｡
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1 はじめに
新学習指導要領の完全実施に伴い,新し
い罫数授顎に世の中の期待が集まるOその
方向性の1つに｢算数的信助の一･屑の充実J
がある.,算数的活動とは,子どもがR的意
識をもって主体的に取り組む算数にかかわ
りのある様々な活動を言う｡文言としては
平成 10年に初登場したものだが,今回の
許数的活動は従前のものと比べ,その意味
と役割において位階付けが異なる｡学習指
串要領に示されている通り,今回の第数的
活動は芽数科の ｢目標Jであり ｢内容｣で
あり ｢指導方法｣でもある｡
算数的活動の特徴は,次の3点に集約 ･
勲確されるO
*l叫山大学教育学部附属小学校
｣ ▲.
(D 具体物を用いて数枚や固形の意味を押
解する活動
② 既習の知識 ･技能を実際の場面で活用
する活動
③ 問題解決の方法を考え,説明する活動
①は従前から電視されてきた r操作的活
動｣を継承する ｢算数を創る基髄｣となる
活動,②は学習や生活場面において ｢習っ
た算数を活用｣する活動,(卦は言語活動の
充実を重視する ｢罫数を伝える｣括軌であ
ると言えるO(Dや②については従前にも電
視されてきた項目であるが,まだ十分に成
果が上がっていない状況にある｡ただ活動
させているだけで,何をねらった活動なの
かを明確にできていない授業が多いことも
措摘されている｡
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昭和 10年から18年まで使用された国定
教科譜である ｢尋常小学算術｣は,その表
紙の色にちなみ｢緑表紙】と呼ばれている｡
1年生の教科書は全項多色刷りで,さし絵
や簡単な文章を中心とし,条件不足や条件
過多であるさし絵から,必要な放免や図形,
その関係を見つけ.算数の世界に導入しよ
うとする意図が読み取れる,よく締られた
数敬や図形の配置は勿論のこと.約 70年
前のさし絵は,今なお,子どもの興味と関
心をひく力強さ･存在感をもっているo
そこで,｢線素紙教科心｣を前述の今日
的孤鰭の改善を視点として教材化し,思考
の内面化をいかに図れば上いかを考え,普
味理解をより一層確かなものにしていくの
ための算数的活動を工夫した｡さし絵から
改み取った情報を姑に ｢合併や増加の場面
を意識したお話ができること｣｢できたお
話を ,数図ブロックなどの機作を通して語
ること｣は,①の課越である ｢外的な操作
と内的tE押解とのギャップを解消する具体
的な方策｣につながるものと考える.r練
兵机教科冶｣のさし絵を活用した第1学年
｢あわせていくつ ふえるといくつ｣のお
話づくりの実践をもとに追究していきた
い｡
2 計算の意味理解と深化
たし掛 こ限らず,四則計算を学習をして
いく際においては,計算の意味を考えてい
くことを大切にしたい｡子どもたらやそれ
を取り巻く家庭の中では,計罪の結束 ･演
算のスピー ドに強い関心がいき.計第の技
能を高めることが目的になってしまうこと
が多いのではないだろうか｡学校現助にお
いても,そのような観点ばかりを重視して
日々指導にあたる教師が多いのではないか
と応倶している｡
様々な場面から,｢なぜ,そのような式
になるのか｣｢その式は,どのような操作
を表しているのか｣｢たし井とひき第,か
け第とわり第がそれぞれ逆算になっている
ように,その計界は他の計算とどのような
関係があるのか｣など-1年生から6年生
に学習が進むにつれ計算の意味珊解を深め
ていくのである｡
一般的に計算の意味理解の指導には了意
味の郡解lと｢意味の深化Jの段階がある｡
A 計算の意味
･式に表す(具体的場面一式)
B 作間
･式をよむく式-具体的場面)
C 演算決定
･判断する(たし算･ひき算が混合し
た場面-A･Bを根拠として演算
決定)
本実践では,計算の意昧理解を一層柾か
なものにしていくために,さし絵から読み
取ったI,守雑を数図ブロック等の具体的操作
を轟に ｢具体的場面と式の道筋を自rflに行
き来できるようにすること｣をEj指して,
｢緑表紙教科苗｣のさし絵を活用して追究
していきたい｡
3 ｢あわせていくつ ふえるといくつ｣の指導
(1)たし算のお話づくり
<現行教科啓の場合>
これまで子どもたちは,｢あわせていく
つ｣で合併,｢ふえるといくつ｣で増加o)
学留をしてきた｡いずれも具体的な場面設
定のさし絵を見てお話をして問題をつか
み,数同ブロックの操作を通して意味坪解
を深めながら,たし算の式 (十という記号)
で表すことができることを学習してきたC
同時に.下図のようにたし算の式を見て,
それが適用できる場面を自ら見出していく
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(語っていく)ことは,たし寮の意味理解
を深めるために大切な思考の流れであると
言える｡
立式
具体的な場
面胤掛ことば)
たし算の式
(十.-)
現行教科吾rわくわく さんすう 1｣(節
興山版社辞林館)では, 3段階のステップ
を踏んで子どもたちの力でお話づくりがで
きるように工夫されている｡
① 問題場面のさし絵から,子どもに自由に
お話をさせるO
② 合併･増加それぞれの場面の数に着目
して,立式させる｡(問題文は教師が提示
する)
③ 多要素を含む別のさし絵から.3十2等.
同じ式になるお話づくりをさせる｡(式は教
師が提示する)
つまり,この一連の学習を通して｢立式｣
と ｢お話づくり｣の双方向からたし算の意
味邦解を深めることを大切にしていると言
える｡
(2)たし算のお話づくり
<緑表紙教科番の場合>
緑表紙と呼ばれる
｢復刻版 尋常小学
算術｣ (新興出版社
啓林館 ) の 1年 生
(上)は,全ページ
色鮮やかなさし絵と
数 ･図だけで構成さ
れているO現行教科'悪のような場面説明や
問いの文は,どのページにも一切入ってい
ない. したがって,この教科lFで学ぶ子ど
もたちは必然的にさし絵から必要な棺報を
読み取り,教師や友だちと (算数の)お話
をしていかなければいけないのである｡
したがって,指導する側にも,さし絵の
提示の仕方や取り上げる順序といった教材
解釈や授菜展開の仕方等,様々な工夫が求
められている｡
本実践では現行教科.itの指導を終えた後
に,｢a多要素を含むさし絵｣｢b要素を
限定したさし絵｣といった2パターンの教
材の提示方法で ｢あわせていくつ ふえる
といくつ｣のお話づくりの授業を行った｡
a多要素を含むさし を提示して
本実践aでは,前時に行った現行教科､PJ.I
を使った ｢お話づくり｣の学習の流れを受
け,｢緑凄紙教科雷｣ 1ページ分のさし絵
を拡大して黒板に提示 し,あえて多要素を
含むさし絵から必要な情報を取り出させ,
たし葬のお話をいろいろつくる ｢お話づく
り｣の活動を設定したCまた,つくったた
し 算のお話 (問題)をみんなで解決してい
く活動の場を保障することで.合併や増加
の具体的な場面とたし等の式とを何度も行
き来し,内面化 (イメージ化)を岡ること
ができるよう算数的活動を上人した｡
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b要素を限定したさし を提示して
本実践 bでは,さし絵J)場面を限定して
r;W.･板に提示し,かつ,｢3+1｣や ｢2+
2｣といった式を予め提示した中で ｢お詔
づくり｣の括PJを設定した｡
このようにすることで,｢緑表紙教科lJ-=｣
においても現行教科ここの臓関に近い流れで
r式をよむ｣活動に移るようにした｡単元
構成や鳩開方法などについては, aの場合
と同様である｡
【本実践bで扱ったさし絵】
･-･ ｢ ~
4 単元構想
(1)単元名
あわせていくつ ふ:-:るといくつ
(2)単元目標
○ たし罫が用いられる場面に興味をも
ち,たし算の式に表せるよさを知り,進
んでたし算を用いようとする｡
○ 合併や増加の場面を,｢あわせる｣rふ
える｣という敬L父1ブロックの操作をもと
にして,同じたし筒と考えることができ
る｡
○ 合併や増加の場面を,｢(1位数)+
(I位赦)- (10以下の整数)｣の計
罪を止確にすることができる｡
○ たし策が用いられる場面において,た
し第の記号や式のよみ方,かき方,計算
の仕方がわかる｡
(3)指導計画 (全8時間 本時8/8)
第一次 たし節が用いられる場面のうち.
合併についての意味をとらえる｡
第1時 数同ブロックを操作し,合併の
勘面を理解する｡
第2時 たし筒の立式の仕方を確解 し,
式にかいて答えを求める｡
第3時 計算カー ドによるたし等の計算
練習をする｡
萌二次 たし算が用いられる場面のうち-
増加についての苦味をとらえる.
第1時 数回ブロックを操作し,増加の
場面を理解する｡
第2時 数図ブロックの操作から,たし
算の式になることを考える0
第3時 増加の場面での聞怯解決を通し
て,増加の意味と立式の即解を一
層深める｡
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第二次 たし算の適用する場を広げ,たし
策についての意味理解を深める｡
第 1時 ｢現行教科､Ll･Jを使って,たし
算のお話づくりをする｡
第2時 ｢緑表紙教科笹｣を使って,た
し算のお話づくりをする｡【本時】
5 授業実践の実際
本実践は,平成23年度岡山大学教育学
部附属小学校第1学年にて行った｡実践a
は 1年い組 (男子 17名,女子 18名),実
践bは1年ろ組 (男子 18銘,女子 t7才1)
の協力による｡
(1)本時の目標
白いちょうと赤い花のさし絵を見て気付
いたことを自由にお話をする中で,ちJ:ラ
や花の数や数の変化の様子に着目し,たし
算のお討づくりをすることを通して,たし
等の適用する場を広げ,たし掛 こついての
意味理解を深めることができるo
(2)本時の展開
a多要素を含むさし
さし絵を見て,自由にお話をする
白いちょうと赤い花の6枚のさし絵を一
度に提示する中で子どもと一緒にたし界の
お話づくりをしていき,ちょうや花の数を
中心に場面を確認した｡
T 絵を見て,どんなお話ができるかなo
C うわあ,いろんなえがあるOみんな,
ちょうとおはな (の絵)だね｡
C しろいちょうが4ひきいます｡
C あかいおはなが5つさいています｡
C はじめのえは,さいしょ,ちょうが3
ぴきおさまなにとまっていて,あとから1
びき,みつをすいにやってきたんだよo
C こっちのえは,ちょうやおはなのかず
がちがうよ｡
C (後ろのお空の色が追うから)きっと,
じかんがかわっているんだよ｡
C ちょうやおはなのかずがふえている
ね｡
C これはあとから ｢やってきて｣｢ふえ
た｣のだから,たしざんだよ !
C ｢3+ 1-4｣だね !
(中略)
T みんな,すごい｡これはたし罪の絵だ
ったのか｡じゃあ,こ0)絵も ｢3+1｣
なんだね｡
C ちがうよ.これは ｢2十 2｣だよ､
T どうしてり
C だって,ここに2ひき,ちょうがおは
なにとまっているでしょ｡あとから,ま
た2ひきとんできたんだよ｡
C ぼくは,ほかの (お話)がいえるよ｡
(以下,省略)
多くの子どもたちが自いちょうと赤い花
のさ･し絵からお話をしようとしてきたとこ
ろで,｢えをみて たしざんの おはなしを
つくろう｣と本時の学習のめあてを確認 し,
つくったお話を忘れないようにノー トに.P.i
かせた8
お話を式で表して,確認する
次に,たし罪のお話をつくるだけにとど
まらず,本当にそれがたし算のお話になっ
ているのかを式に表して答えを求めること
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で絶かめる時間を保障した｡学僧グループ
(4人班)でノー トに上㌣いたお話を紹介し
合い,止しくたし節のお話づくりができた
かどうかを確かめ合わせた｡
【子どもたちが考えたお話(たし節の聞越)】
~~~~■~■-
･巨 ,d ･F
r 二日 亨,I■:I
亨 7,:P.._1.
!LJ.軒 .I- ;.i 7JiIlrFLノ <
I-).
｢はなに とまっている ちようが
3びきいますoこちらの はなには 2
ひきいますoちようは あわせて なん
(式)3+2-5
(答え) 5ひき
.ヽLIl ●･
T-｣.･〟
り 告 .-= ;1_I, Lド-T
I: 1･: l ノ IJ･/,I 1･)JH :I
～ fErIJH/ さ 省 .ラ
｢さいしよ,しろいちょうが 3びき
あかいおはなに とまって いましたU
あとから. 1びき みつをすいに やつ
てきまし-/:-_ しろいちょうは ぜんぶで
(式)3+1-4
(答え) 4ひき
【つくったお話をノー トに逝く子ども】
つくったお話を発表する
最後に,つくったたし算のお話を黒板の
さし絵を指さしながらお話しさせ,できた
たし算のお話をみんなで考え,数図ブロッ
クの操作と式に表 して確かめていった｡
【さし絵をもとにお話をする子どt)】
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lT_亘IK'･.吋 巨.二:≡.FTA';T
さし絵を見て,自由にお話をする
rHいちょうと赤い花の2枚のさし絵を提
示する中で,子どもと-純にたし算のお話
づくりをしていき,ちょうや花の数を中心
に場面を確認したa
T 絵を見て.どんなお話ができるかな｡
C しろいちょうがとんでいます｡あかい
おはながさいています｡
C おはなにとまっているちょうがいる
よ｡
C みつをすっているのかな ･･,さゆうけ
いしてい7JO)かな-0
C もHなにととっていろちょうととんで
いる∴ようとあわせると,ぜんぶで,ち
ょうのかずは4ひきです｡
C ちょうはみんなで4ひき｡だって,3
びきとまっているところに,あとから1
ぴきやってきたから,みんなで4ひさで
す｡
(中略)
T rぜんぶで｣｢みんなで｣って言って
いるけど,みんなはこの絵を見て,どん
な計算だと思ったのか′亡o
C たしざんです｡だって,どっちも ｢く
っつけて｣rふえた｣からです.
C よえにおべんきょうした,｢がっしゃ
～ん｣(一散図ブロックの拙作を頑の上
で下だけで行う｡学級でブロックを1つ
に ｢あわせる｣擬音を ｢がっLや～ん.
と共通坪解していた)だね_
(以下,省略)
実践aと同様に,多くの fどもたちが白
いちょうと赤い花のさし絵からたし第0)お
話をしようとしてきた｡その際,｢3+1
-4｣や ｢2+2-4｣の式ができそうだ
という子どもの発言が出たところで.rほ
んとうに 3+1や2+2の おはなしにな
るのか たしかめよう｣と本時の学習のめ
あてを確認し.各Flさし絵と式を選択させ,
対応するお話をノー トに-LtかせたC
式にあうお話をつくり,確認する
次に,｢3+1｣や ｢2+2｣といった
たし許がよくわかるお話になったか,また
不当にそれがたし罪のお話になっているの
かを確かめる時間を保障した｡実践aと同
様に学習グループ (4人班)でノー トにか
いた式とお話を紹介し合った｡
つくったお話を発表する
最後に,つくったたし等のお話を黒板の
さし絵を指さしながらお話しさせ,できた
たし算のお許をみんなで考え,数図ブロッ
クの操作と式に衷して確かめていった｡
実践bでは,場面や式が限定されていた
たれ 実践aと比べ子どもがつくったお話
も限定されたが,全員のナビもが1つの式
から合併及び坤加両方のお話をつくること
ができた｡数薪に鮮板のさし絵で全体発表
させ,数図ブロックで確かめていったJ
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【さし絵をもとにお話をするナビも】
6 省察
(1)本実践を通して
本実践を通 して,1の項で述べた,計算
の意味即解を一層確かなものにしていくた
めの ｢具体的場面と式の道筋を白山に行き
来できるようにする｣ために性 まずは,
子どもu)頭の中に隼きた剛史として,聞鱈
場面が鮮nJ]に描かれる状憶をつくり出さな
ければならないことを再確認した｡当然の
ことながら,間腐場面の理解に数値や文章
だけを相手にする押 しつけではいけない
し.ブロックを操作してさし絵や文章を式
につなげるだけの一方通行だけでは意味理
解を深めることにはつながらない｡問題提
示に工夫を凝らし,吟味されたさし絵をも
とに子 どもたちとの確かなやりとりを通
し,イメ-シを十分にふくらませることが
大切である｡
また,操作や動作化 (｢がっしゃ～ん｣
｢(欲が)くっつく｣などの 1年/上の+ど
もらしい感性的な言語や非言語-を含む)を
通して,お話0)flVTi道の違 い(今回であれば,
合併や増加)に日を向けさせる必要がある｡
数岡ブロック等の具体的操作をみんなで確
かめながら,｢あわせる｣｢ふえろJ意味
を碓かなもU)にしていく必要件を感じた(
史に,具体的場面から式-と｢式に表すJ
ことと同順 こ,式から具体的場 血 へと r式
をよむJ逆方向の道筋の思考を大切にし,
その行程を授文でしっかりと版い,智熟さ
せていく必盟があ7)ことを突感した｡本実
践においては,合併と増加の2つの場面で
具体的場両と式の道筋を自由に行き来でき
るようにすることが大切である｡そのため
の1つの方法が ｢お話づくり｣であり,令
回教材化してヲ占用したr緑表紙教科む )は,
計第の意味坤解を深める新たな教材として
現れ7.にも適用するものであると言える0
本某紙のような｢さし絵から出たお話(言
継)と数図ブロックの操作｣r教組ブロッ
クの操作と数式｣｢お話 (言薬)と数式｣
をつなぐ思潮免作をより確かなものにして
いく指導は,従前から大切にされてきたも
のである｡まT-,新学習指導要領で三言url活
動の充実の観点から新しく柁値付けられ,
強調されている欝数的活動の内容である,
｢問題解決の方法を考えて説明する活動｣
についても,｢自分の考えを分かりやすく
説明すること (説明力)｣は,互いに自分
の考えを衣別し伝え合ったりするコミュニ
ケーション能力の基盤であり, 1年生の段
ー32-
階から大切にすべき算数的活動であると考
える｡いずれの課題においても.今回の実
践を通して.今後もこの ｢緑表紙｣教科.tf
を活用しながら追究していける可能椎を感
じた｡今後,普段の教育実践の中において
広く ｢緑表紙教科雷｣の優れた教材を信用
しやすくしていく環境を腰えていくために
ち,中元構想の中に r緑表紙教科JLt:lを所
用した授業を取り入れ,実践研究を積んで
いきたい｡
【つくったお話を節介する子ども】
(2)課題
しかし,今同 r緑表紙教科憩｣のさし絵
をTlT.･用した実践を行うにあたり,教材研究
の段階において次の3点に即 しさを感 じ
ナ一I一l-o
〇 さし絵の提示の仕方
･拡大した熱板掲示で進めるべきか,個別
に配布すべきか｡
･教科151-ージ分のさし絵を一度に全部
見せるか,いくつかに分けて見せるか
○ さし絵を取り上げる順J-Lf:悼
･どのさし絵から取り扱っていけばよいの
か｡
○ 単ブ己の椛想
･1単イtl'.時間にどこよでの内容を取り扱う
のか｡
｢緑表紙教科.lFJの教師用指導.zJEもその
一部が同社から裡刻されて発fIほ れている
が.1年生のさし絵の柿導例はなく,自分
なりの解釈で実践を行うに至ったO本来の
意に反した指導になってしまったかもしれ
ない｡今後ご指摘いただき.教材研究を重
ねていきたい｡
(3)雑感
さし絵を前にWTをする子どもたちの身情
や授業後の諸,ノー トに残ったお話文 (問
題文)からは,｢おおむかしのき上うかし
ょでも,じぶんたちだけでたしざんのおは
なしがつくれたよ｡｣｢ならったあわせた
り,ふえたりしたけいさんがよくわかっ
た ｣ーなどの達成感や5･び ･驚きが数多く
読み取れた､また,取り扱う数丑やさし絵
cJ美しさは,現代の教科.I:Jにも引けを取ら
ない説得力や存/E感を改めて感じた｡
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